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Ⅰ 市民意識調査概要 
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I. 市民意識調査概要 

1. 調査目的 

「アレルギー疾患対策基本法」及び「アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針」に基
づき、横浜市における総合的なアレルギー疾患対策を進めるために、「アレルギー疾患対策基本法」
における対象疾患である「気管支ぜん息」、「アトピー性皮膚炎」、「アレルギー性鼻炎」、「アレル
ギー性結膜炎」、「花粉症」、「食物アレルギー」を中心に、横浜市の現況を把握し、施策を検討す
るための実態調査を、市民に対して実施した。 

 

2. 調査概要 

（１）対象者 
横浜市在住者のうち、以下を満たす対象者 

小児調査 ０～１歳児、３～４歳児、小学校１年生、中学校１年生 
成人調査 成人（20 歳から 64 歳まで） 

 
（２）調査方法 

小児調査 
令和７年４月２日時点の住民基本台帳より無作為抽出した方の保護
者に依頼文を郵送配布、横浜市電子申請・届出システムより回答 

成人調査 民間企業のパネル調査（WEB 調査） 
 

（３）調査期間 
令和７年５月 14 日（水）～ ６月 13 日（金） 

 
（４）回収状況 

小児調査 
配付数:8,000 件（各対象 2,000 人ずつ） 
回答数:3,683 件 
回収率:46.0% 

成人調査 
横浜市の人口構成に合うように年代別に回答者数の上限を設定し、
4,189 件を回収 

 

3. 調査結果を見る上での注意事項 

・グラフ、表中の「ｎ」はアンケートの有効回収数を示している。 
・比率はすべて百分率（％）で表し、小数点第 2 位を四捨五入して算出している。従って、合計が 

100.0％にならない場合もある。 
・複数回答の場合、回答の合計比率が 100.0％を超える場合がある。 
・自由記述の回答は、表現方法などを統一するために原文を一部修正して記載している。 
・クロス集計表において、青色のデータバー（最小値 0・最大値 100）で割合の結果を示している。 
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Ⅱ 市民意識調査結果
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II. 市民意識調査結果 

1. 属性情報 

① 性別 
問１．あなたの性別について、ご回答ください。（一つを選択）【必須回答】 

 

「男性」は 51.9%、「女性」は 47.2%であった。 
小児調査・成人調査ともに、大きな違いはみられなかった。 

 

【図 1】性別 
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② 年齢 
問２．あなたの年齢をお答えください。（一つを選択）【必須回答】 

 

小児調査における回答者の年齢は「０～１歳児」が 27.6％、「３～４歳児」が 25.1％、「小学校
１年生」が 24.2％、「中学校１年生」が 23.1％であった。 

成人調査における回答者の年齢は「20 代」が 13.8%、「30 代」が 27.4%、「40 代」が 21.8%、
「50 代」が 26.6％、「60 歳（60～64 歳）」が 10.4%であった。 

 

【図 2】年齢＜小児調査＞ 

 

 

 

【図 3】年齢＜成人調査＞ 
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2. アレルギー疾患罹患状況 

① アレルギー疾患罹患状況 
問３．以下のアレルギー疾患のうち、「診断されたことがある」または「診断されていないが症状

があると思う」ものをお選びください。（当てはまるものすべて選択）【必須回答】 
 

全体（小児調査＋成人調査）では「アレルギー疾患と診断されていないし、症状があるとも思
わない」が全体では 45.4%であり、およそ 2 人に 1 人以上が何らかのアレルギー疾患を有すると
回答している。何らかのアレルギー疾患を有する者の割合は、小児調査では年齢が高くなるにつ
れて増加し、成人調査では全ての年代において半数以上を占めている。 

全体（小児調査＋成人調査）では「花粉症」が 36.6％で最も高く、次いで「アレルギー性鼻炎
（花粉症を除く）」が 12.0％であった。 

小児調査では、「花粉症」が 29.1％で最も高く、次いで「食物アレルギー」が 12.2％、「アト
ピー性皮膚炎」が 10.2％であった。 

成人調査では、「花粉症」が 43.1％で最も高く、次いで「アレルギー性鼻炎（花粉症を除く）」
が 14.2％、「アトピー性皮膚炎」が 10.7％であった。 

小児調査では、年齢別にみると年齢が高くなるにつれて「花粉症」の割合が高くなっている。 

 

【図 4】アレルギー疾患罹患状況 
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【表 1】年齢別 アレルギー疾患罹患状況 

 
 

 

アレルギー疾患罹患状況（合併状況） 
アレルギー疾患の合併状況について、１疾患罹患（合併なし）の割合は小児調査で 61.8％、成

人調査で 65.8％であり、２疾患以上合併している割合は、小児調査で 38.2%、成人調査では
34.2％であった。 

小児調査・成人調査における各アレルギー疾患の合併状況（罹患）は以下のとおり。 
※アレルギーマーチ（Ｐ10・Ｐ11）とは… 
アレルギーの病気は、年齢によって発症しやすいアレルギーが異なるという特徴がある。多く

の患者さんで、乳児期にアトピー性皮膚炎が最初に発症して、その後、食物アレルギー、気管支
ぜん息、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎というふうに発症していく傾向がある。 

 

【図５】アレルギー疾患罹患状況（合併状況） 
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【図６】アレルギーマーチ（アトピー性皮膚炎・食物アレルギー・気管支ぜん息）合併状況＜小児調査＞ 

 
 

 

 

【図７】罹患者数 TOP3（花粉症・食物アレルギー・アトピー性皮膚炎）合併状況＜小児調査＞ 
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【図８】アレルギーマーチ（アトピー性皮膚炎・食物アレルギー・気管支ぜん息）合併状況＜成人調査＞ 

 

 

 

【図９】罹患者数 TOP3（花粉症・アレルギー性鼻炎・アトピー性皮膚炎）合併状況＜成人調査＞ 
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② アレルギー疾患診断状況 
【問３で「診断されたことがある」または「診断されていないが症状があると思う」と回答した
アレルギー疾患のみ回答】 
問４．アレルギー疾患の診断状況について、ご回答ください。（一つを選択）【必須回答】 

※「診断されたことがある」と回答した割合を集計 

 

全体（小児調査+成人調査）では「花粉症」が 45.6％で最も高く、次いで「アレルギー性鼻炎
（花粉症を除く）」が 16.5％であった。 

小児調査では、「花粉症」が 37.1％で最も高く、次いで「食物アレルギー」が 18.1％、「気管支
ぜん息」が 16.5％であった。 

成人調査では、「花粉症」が 51.9％で最も高く、次いで「アレルギー性鼻炎（花粉症を除く）」
が 19.2％、「気管支ぜん息」が 16.5％であった。 

小児調査では、年齢別でみると、年齢が高くなるにつれて、「花粉症」「アレルギー性鼻炎（花
粉症を除く）」の割合が高くなっている。 

 

【図 10】アレルギー疾患診断状況 

  

※選択肢の並び順は問３:アレルギー疾患罹患状況と統一 
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【表２】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アレルギー疾患診断状況 
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【図 11】アレルギー疾患別 罹患状況・診断状況 

 

  

全体（n=7872)

小児（n=3683)

成人（n=4189)
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③ 食物アレルギーの原因食物 
【問３で「食物アレルギー」を回答した場合、回答】 
問５．食物アレルギーであると「診断されたことがある」または「診断されていないが、症状が

あると思う」方に伺います。食物アレルギーの原因食物についてご回答ください。（当てはま
るものすべて選択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「鶏卵」が 38.8％で最も高く、次いで「果実類」が 17.3％で
あった。 

小児調査では、「鶏卵」が 53.9％で最も高く、次いで「牛乳」が 14.4％であった。 
成人調査では、「果実類」が 27.0％で最も高く、次いで「甲殻類」が 24.6％であった。 
小児調査では、年齢別にみると、年齢が高くなるにつれて、「鶏卵」の割合が低くなっている。 

 

【図 12】食物アレルギーの原因食物 
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【表３】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 食物アレルギー原因食物  

  
 

各原因食物における具体名の例（一部抜粋、下記表＜その他＞と重複がある） 

木の実 アーモンド、くるみ、カシューナッツ、ピスタチオ、ヘーゼルナッツ、ピーカンナッツ 

魚卵 いくら、たらこ 

果実類 りんご、桃、さくらんぼ、梨、キウイ、ブドウ、メロン、すいか、バナナ、オレンジ 

甲殻類 えび、かに 

魚類 さわら、しらす、たら、さば、あじ、まぐろ、いわし、キビナゴ、サケ、カレイ 
 

【食物アレルギーの原因食物＜その他＞の内容】 

「その他」の原因食物 
件数 

小児調査 成人調査 全体 

ナッツ・種子 26 4 30 

果物 9 18 27 

野菜・香草 9 10 19 

いも類 6 10 16 

魚介・魚卵 7 6 13 

大豆・豆製品 1 8 9 

穀類・麺類・とうもろこし 1 5 6 

乳・卵(加工品含む） 3 3 6 

嗜好品 1 4 5 

肉類 0 3 3 

その他 3 4 7 

わからない 1 1 2 

（回答数） 64 69 133 
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④ アドレナリン自己注射薬（製品名:エピペン）の処方状況 
【問４:食物アレルギーが「１．診断されたことがある」場合のみ回答】 
問６．食物アレルギーであると「診断されたことがある」方にお伺いします。アドレナリン自己

注射薬（エピペン ）※の処方状況について、ご回答ください。（一つを選択） 
※エピペン :アレルギー原因物質に触れたり摂取した後、短時間に全身に強いアレルギー症
状があらわれた場合に使用する自己注射型の補助治療剤 

 

全体（小児調査+成人調査）では「現在、アドレナリン自己注射薬（製品名:エピペン）を処方
されている」が 6.1％、「過去にアドレナリン自己注射薬（製品名:エピペン）を処方されていた
ことがある」が 2.5％、「アドレナリン自己注射薬（製品名:エピペン）を処方されていたことは
ない」が 90.4%であった。 

年齢別にみると、「現在、アドレナリン自己注射薬（製品名:エピペン）を処方されている」は
小学１年生の 10.2％が最も高かった。 

 

【図 13】アドレナリン自己注射薬（製品名:エピペン）の処方状況 

 

【表４】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アドレナリン自己注射薬の処方状況 
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⑤ アレルギー疾患の発症時期 
【問３であてはまると回答したアレルギー疾患のみ回答】 
問７．アレルギー疾患の症状が出た時期について、ご回答ください。（一つを選択）  

 
小児調査では「アトピー性皮膚炎」と「食物アレルギー」で、他のアレルギー疾患よりも「生

後６か月までの間」の割合が高く、「２歳になるまでの間」を合わせるとそれぞれ 68.8%、
68.1%であった。 

成人調査では、「アトピー性皮膚炎」で、他のアレルギー疾患より「未就学児の頃」の割合が高
かった。 

 

【図 14】アレルギー疾患の発症時期＜小児調査＞ 

 

【図 15】アレルギー疾患の発症時期＜成人調査＞ 
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⑥ アレルギー疾患の状態 
【問３であてはまると回答したアレルギー疾患のみ回答】 
問８．過去 1 年間（令和 6 年 5 月～令和 7 年 5 月）におけるアレルギー疾患の状態について、ご

回答ください。（一つを選択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「気管支ぜん息」で「症状はなく安定している」の割合が最も
高く、次いで「食物アレルギー」の割合が高かった。 

小児調査では、「食物アレルギー」で「症状はなく安定している」の割合が最も高く、次いで
「気管支ぜん息」の割合が高かった。 

成人調査では、「気管支ぜん息」で「症状はなく安定している」の割合が最も髙く、次いで「ア
レルギー性結膜炎（花粉症を除く）」の割合が高かった。 

 

【図 16】アレルギー疾患の状態 
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⑦ アレルギー疾患の受診先 
【問３であてはまると回答したアレルギー疾患のみ回答】 
問９．過去 1 年間（令和 6 年 5 月～令和 7 年 5 月）におけるアレルギー疾患の受診先について、

ご回答ください。（一つを選択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「アトピー性皮膚炎」で「受診はしていない」の割合が最も低
く、受診している人の割合は 66.6％であった。次いで「アレルギー性結膜炎（花粉症を除く）」の
受診している人の割合が高く、61.8％であった。また、専門医療機関を受診している割合は「ア
トピー性皮膚炎」の割合が最も高く、次いで「食物アレルギー」であった。 

「食物アレルギー」をみると、小児調査では、専門医療機関に受診している割合が 18.4％と他
の疾患に比べて最も高く、何らかの医療機関に受診している人が 58.3％に上る一方、成人調査で
は、専門医療機関に受診している割合が 7.5％と他の疾患に比べて最も低く、「受診はしていない」
の割合が 77.9％であった。 

また、「アレルギー疾患の状態」別にアレルギー疾患の受診先をみると、症状が安定せず日常生
活への影響が大きくなるほど、「専門医療機関に受診している」割合が高くなる傾向がある。 

症状が安定しており日常生活への影響が少ないほど、「受診はしていない」の割合が高くなる傾
向がある。 

【図 17】アレルギー疾患の受診先 
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【表５】アレルギー疾患の状態別 アレルギー疾患の受診先 
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3. アレルギー疾患の治療について 

① 家庭で実施する治療やケアについて（指導の有無） 
【問３「８．アレルギー疾患と診断されていないし、症状があるとも思わない」以外を回答した
場合、回答】 
問 10．これまでに、家庭で実施する治療やケア（くすり、スキンケア、食事等に関する指導）に

ついて教えてもらったことがありますか。（当てはまるものすべて選択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「医療機関で教えてもらったことがある」が 46.5％と最も高
く、「教えてもらったことがない」が 40.1%であった。 

小児調査では、「医療機関で教えてもらったことがある」が 61.9％と最も高く、「教えてもらっ
たことがない」が 25.8%であった。 

成人調査では、「医療機関で教えてもらったことがある」が 35.0％であり、「教えてもらったこ
とがない」が 50.6%と最も高かった。 

成人調査では小児調査よりも、「教えてもらったことがない」の割合が高かった（有意差あり）。 
小児調査・成人調査ともに年齢別・アレルギー罹患状況別で大きな違いはみられなかった。 

 

【図 18】家庭で実施する治療やケアについて（指導の有無） 
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【表６】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 家庭で実施する治療やケアについて（指導の有無） 
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② 家庭で実施する治療やケアについて（患者指導実施主体） 
【問３で回答したアレルギー疾患のみ回答】・【問 10．で「医療機関で教えてもらったことがあ
る」「区役所・市役所等で教えてもらったことがある」と回答した場合、回答】 
問 11．家庭で実施する治療やケアについて教えてもらったことがある方に伺います。各項目につ

いて、誰から教えてもらったかご回答ください。（当てはまるものすべて選択） 

 

「吸入薬指導（気管支ぜん息）」「スキンケア指導（アトピー性皮膚炎）」「外用薬塗布指導（ア
トピー性皮膚炎）」は小児調査・成人調査ともにほとんどの割合で「医療機関」から患者指導を実
施していた。 

「除去食・代替食指導（食物アレルギー）」は「医療機関」から患者指導を実施している割合が
全体（小児調査+成人調査）では 67.1％であった。 

「ダニやほこりの除去等環境維持の指導」は「医療機関」から患者指導を実施している割合が
全体（小児調査+成人調査）・小児調査・成人調査ともに 30％台であり、「この指導は受けていな
い」の割合が 60％程度であった。 

 

【表７】家庭で実施する治療やケアについて（患者指導実施主体） 

 

 
③ 家庭で実施する治療やケアについて（患者指導実施職種） 

【問 11．で「医療機関」と回答した指導のみ回答】 
問 12．家庭で実施する治療やケアについて、医療機関で教えてもらったことがある方に伺いま

す。指導を行ったのはどなたでしたか。職種をご回答ください。（当てはまるものすべて選
択） 

 

いずれの指導であっても、「医師」が患者指導を実施している割合がほとんどであった。 
また、「吸入薬指導」における「看護師」「薬剤師」の割合、「スキンケア指導」における「看護

師」の割合、「外用薬塗布指導」における「看護師」「薬剤師」の割合はそれぞれ 30％前後であっ
た。 

【表８】家庭で実施する治療やケアについて（患者指導実施職種） 
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④ アレルギーの受診先について重要視すること 
【問３「８．アレルギー疾患と診断されていないし、症状があるとも思わない」以外を回答した
場合、回答】 
問 13．アレルギーの受診先について、重要視することをご回答ください。（3 つ選択）  

 

全体（小児調査+成人調査）では「自宅から近い」が 62.4％と最も高く、次いで「医師への信
頼感がある」が 57.5％であった。 

小児調査では、「自宅から近い」が 72.6％と最も高く、次いで「医師への信頼感がある」が
72.0％であった。 

成人調査では、「自宅から近い」が 54.7％と最も高く、次いで「医師への信頼感がある」が
46.6％であった。 

 

【図 19】アレルギーの受診先について重要視すること 
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4. アレルギーに関する情報、日常生活について 

① アレルギーに関するどのような情報を知りたいか 
【全員が回答】 
問 14．アレルギーについて、どのような情報を知りたいかご回答ください。（当てはまるものす

べて選択）        

 

全体（小児調査+成人調査）では「治療に関する情報」が 48.4％と最も高く、次いで「日常生
活での留意点」が 46.6％であった。 

小児調査では、「日常生活での留意点」が 61.5％と最も高く、次いで「治療に関する情報」が
60.7％であった。 

成人調査では、「治療に関する情報」が 37.6％と最も高く、次いで「日常生活での留意点」が
33.6％であった。 

年齢別にみると、ほぼ全ての項目で０～１歳児の回答割合が最も高く、年齢が低くなるにつれ
て、アレルギーに関する情報へのニーズが高い傾向にある。 

 

【図 20】アレルギーについて知りたい情報 
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【表９】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アレルギーについて知りたい情報 
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② アレルギーに関する情報取得希望時期 
【問 14 で「特に知りたい情報はない」以外を回答している場合、回答】 
問 15．アレルギーに関する情報をいつ知りたいかご回答ください。（一つを選択）※小児調査と

成人調査で選択肢が異なる。 

 

小児調査では、「子が発症してから速やかに」が 21.6%、「子が発症する前」が 19.8%、「自分
またはパートナーが妊娠中」が 18.9%、「子が生後４か月になるまでの間」が 17.6％であった。 

年齢別にみると、年齢が高くなるにつれて「子が発症してから速やかに」の割合が高くなって
いる。 

また、アレルギー罹患状況別にみると、「アトピー性皮膚炎」と「食物アレルギー」は、「自分
またはパートナーが妊娠中」や「子が生後４か月になるまでの間」の割合が他の疾患に比べて高
く、早期からの情報提供へのニーズが高い傾向にある。 

 

【図 21】アレルギーに関する情報取得希望時期＜小児調査＞ 

 

【表 10】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アレルギーに関する情報取得希望時期＜小児調査＞ 
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【図 22】アレルギーに関する情報取得希望時期＜成人調査＞ 

 

 

【表 11】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アレルギーに関する情報取得希望時期＜成人調査＞ 
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③ 家庭における除去・代替対応実施状況（食物アレルギー） 
【問３で「食物アレルギー」を回答した場合、回答】 
問 16．食物アレルギーであると「診断されたことがある」または「診断されていないが、症状が

あると思う」方に伺います。家庭における食事で除去または代替対応を実施していますか。 

 

「実施している」割合は全体（小児調査+成人調査）で 60.1％、小児調査で 64.1％、成人調査
で 53.7％であった。 

 

【図 23】家庭における除去・代替対応実施状況（食物アレルギー） 
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④ アレルゲン表示確認状況（食物アレルギー） 
【問３で「食物アレルギー」を回答した場合、回答】 
問 17．食物アレルギーであると「診断されたことがある」または「診断されていないが症状があ

ると思う」方に伺います。日頃、外食・テイクアウト・惣菜の購入時にどのようにアレルゲ
ン表示を確認していますか。（当てはまるものすべて選択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「メニューや食品表示により確認」が 61.9％と最も高く、次
いで「店員に確認」が 23.8％であった。 

小児調査では、「メニューや食品表示により確認」が 65.9％と最も高く、次いで「店員に確認」
が 25.5％であった。 

成人調査では、「メニューや食品表示により確認」が 55.5％と最も高く、次いで「店員に確認」
が 21.0％であった。 

 

【図 24】アレルゲン表示確認状況（食物アレルギー） 
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⑤ 食物アレルギーの情報を入手しにくいと感じる状況や場面 
【問３で「食物アレルギー」を回答した場合、回答】 
問 18．食物アレルギーであると「診断されたことがある」または「診断されていないが症状があ

ると思う」方に伺います。日頃、食物アレルギーの情報を入手しにくいと感じる状況や場面
はどのようなときですか。（当てはまるものすべて選択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「レストラン等での外食」が 39.1％と最も高く、次いで「ホ
テル・旅館での食事」が 31.3％であった。 

小児調査、成人調査ともに全体と同じ傾向であった。また、「特にない」が全体（小児調査+成
人調査）、小児調査、成人調査いずれも、最も割合が高かった。 

 

【図 25】食物アレルギーの情報を入手しにくいと感じる状況や場面 
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⑥ アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごと 
【問３「８．アレルギー疾患と診断されていないし、症状があるとも思わない」以外を回答した
場合、回答】 
問 19．アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごとについて、ご回答ください。（当てはまるも

のすべて選択）※小児調査と成人調査で選択肢が異なる。 
 

小児調査では「症状・病態が悪化すること」が 65.6%で最も高く、次いで「症状・病態が悪化
したときの対応が心配」が 50.8%であった。 

また、年齢別にみると、年齢が低くなるにつれて、「症状・病態が悪化すること」「症状・病態
が悪化したときの対応が心配」「家庭で実施する治療やケアの正しい実施方法がわからない」「保
育所・幼稚園・学校等での普段の対応が心配」の割合が高い傾向にある。 

成人調査では「症状・病態が悪化すること」が 52.8%で最も高く、次いで「症状・病態が悪化
したときの対応が心配」が 37.9%であった。 

また、アレルギー罹患状況別にみると、小児調査・成人調査ともに、「食物アレルギー」と「気
管支ぜん息」で「災害時の対応が心配（避難所での生活、受診できるか、備蓄が十分か等）」の割
合が他の疾患と比べて高かった。 

 

【図 26】アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごと＜小児調査＞ 
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【図 27】アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごと＜成人調査＞ 

 

【表 12】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごと＜小児調査＞ 

 

【表 13】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごと＜成人調査＞ 
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⑦ アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごとの相談先の希望 
【問 19 で「特にない」以外を回答している場合、回答】 
問 20．アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごとについて、相談先の希望はありますか。（当

てはまるものすべて選択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「かかりつけ医」が 68.3％と最も高く、次いで「アレルギー
の専門医」が 30.8％であった。 

小児調査では、「かかりつけ医」が 81.4％と最も高く、次いで「アレルギーの専門医」が
33.8％、「かかりつけ医療機関の医療職（看護師・栄養士等）」が 16.1％であった。 

成人調査では、「かかりつけ医」が 57.0％と最も高く、次いで「アレルギーの専門医」が
28.1％、「特に相談先に希望はない」が 26.9％であった。 

 

【図 28】アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごとの相談先の希望 
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⑧ アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごとの相談方法 
【問 20 で「特に相談先に希望はない」以外を回答している場合、回答】 
問 21．アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごとについて、どのように相談したいかご回答く

ださい。（当てはまるものすべて選択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「受診や訪問のついでに対面で相談したい」が 71.0％と最も
高く、次いで「チャットやメールで相談したい」が 18.4％であった。 

小児調査では、「受診や訪問のついでに対面で相談したい」が 75.4％と最も高く、次いで
「チャットやメールで相談したい」が 17.4％であった。 

成人調査では、「受診や訪問のついでに対面で相談したい」が 66.2％と最も高く、次いで
「チャットやメールで相談したい」が 19.4％であった。 

成人調査では、年齢別にみると、『20 代』『30 代』は他の年齢よりも「チャットやメールで相談
したい」の割合が高かった。 

 

【図 29】アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごとの相談方法 
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【表 14】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごとの相談方法 
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【表 15】年齢×アレルギー疾患罹患状況×アレルギー疾患に関する心配ごとや困りごとの相談方法 
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⑨ アレルギー疾患に関する情報収集方法 
【問３「８．アレルギー疾患と診断されていないし、症状があるとも思わない」以外を回答した
場合、回答】 
問 22．アレルギー疾患に関する情報収集はどのように行っていますか。（当てはまるものすべて

選択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「通院先の医師」が 48.4％と最も高く、次いで「医療機関の
ホームページ」が 24.1％であった。 

小児調査と成人調査を比べると、「通院先の医師」の割合について、小児調査の 66.8％に対し成
人調査は 34.7％であった。また、成人調査の「特になし」の割合は 33.2％に上った。 

小児調査・成人調査ともに年齢別・アレルギー罹患状況別にみても、大きな違いは見られな
かった。 

 

【図 30】アレルギー疾患に関する情報収集方法 
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【表 16】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アレルギー疾患に関する情報収集方法 
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⑩ 家庭における災害発生時の備え 
【問３「８．アレルギー疾患と診断されていないし、症状があるとも思わない」以外を回答した
場合、回答】 
問 23．ご家庭における災害発生時の備えについて、ご回答ください。（当てはまるものすべて選

択） 

 

全体（小児調査+成人調査）では「一般的な備蓄（水、食物、常備薬等）」が 74.4％と最も高く、
次いで「マスク」が 36.3％であった。 

小児調査では、「一般的な備蓄（水、食物、常備薬等）」が 84.8％と最も高く、次いで「マスク」
が 45.1％であった。 

成人調査では、「一般的な備蓄（水、食物、常備薬等）」が 66.7％と最も高く、次いで「マスク」
が 29.7％であった。 

成人調査は、小児調査よりも「特に備え・備蓄をしていない」の割合が高かった（有意差あり）。 
小児調査・成人調査ともに「食物アレルギー」に罹患している場合、「食物アレルギー」に罹患

していない場合よりも「食物アレルギー対応食品の備蓄」の割合が高かった（有意差あり）。 

 

【図 31】家庭における災害発生時の備え 
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【表 17】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 家庭における災害発生時の備え 
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5. その他・こどものアレルギー疾患に対する考え 
① アレルギー疾患に関して知っていること 

【全員が回答】 
問 24．アレルギー疾患について、知っていることをご回答ください。（当てはまるものすべて選択） 
※エピペン®:アレルギー原因物質に触れたり摂取した後、短時間に全身に強いアレルギー症状

があらわれた場合に使用する自己注射型の補助治療剤 

 

全体（小児調査+成人調査）では「食物アレルギーから死亡することがある」が 73.5％と最も
高く、次いで「加工食品の食品表示においてアレルゲンの表示義務がある」が 51.7％であった。 

小児調査では、「食物アレルギーから死亡することがある」が 88.2％と最も高く、次いで「加工
食品の食品表示においてアレルゲンの表示義務がある」が 68.6％であった。 

成人調査では、「食物アレルギーから死亡することがある」が 60.5％と最も高く、次いで「加工
食品の食品表示においてアレルゲンの表示義務がある」が 36.9％であった。 

また、成人調査は小児調査よりも「上記すべて知らなかった」の割合が高かった。 
アレルギー罹患の有無でみると、小児調査では大きな違いが見られなかった一方、成人調査で

は『アレルギー疾患なし』は『アレルギー疾患あり』よりも「上記すべて知らなかった」の割合
が著しく高かった。 

また、成人調査では、食物アレルギー罹患の有無でみると、『食物アレルギー罹患あり』は『食
物アレルギー罹患なし』よりも「食物アレルギーから死亡することがある」の割合が高かった。 

 

【図 32】アレルギー疾患に関して知っていること 
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【表 18】年齢別・アレルギー疾患罹患状況別 アレルギー疾患に関して知っていること 

 

【表 19】いずれかのアレルギー疾患罹患状況別 アレルギー疾患に関して知っていること 

 

【表 20】食物アレルギー罹患状況別 アレルギー疾患に関して知っていること 
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② 横浜市のアレルギー対策に期待すること 
【全員が回答】 
問 25．横浜市のアレルギー対策に期待することについて、ご回答ください。（当てはまるものす

べて選択） 
 

全体（小児調査+成人調査）では「適切な治療を受けることができる体制づくり」が 61.6％と
最も高く、次いで「受診先医療機関に関する情報発信」が 36.7％であった。 

小児調査では、「適切な治療を受けることができる体制づくり」が 77.0％と最も高く、次いで
「受診先医療機関に関する情報発信」が 46.7％であった。 

成人調査では、「適切な治療を受けることができる体制づくり」が 48.1％と最も高く、次いで
「受診先医療機関に関する情報発信」が 27.8％であった。 

小児調査において、年齢別にみると「0～１歳児」にて、「治療法や日常生活上の留意点に関す
る情報発信」の割合が他の年代より高かった。（表 21） 

いずれかのアレルギー罹患状況別にみると、「その他」と「特に期待することはない」を除く全
ての項目において、小児調査ではアレルギー罹患が「ある」場合よりも「ない」場合の方が、成
人調査ではアレルギー罹患が「ない」場合よりも「ある」場合の方が、期待する割合が高かった。
（表 22） 

小児調査・成人調査とも、「問24:アレルギー疾患に関して知っていること」の回答結果別でみ
ると、『上記すべて知らなかった』と回答した場合、他の回答状況よりも「特に期待することはな
い」の割合が高く、特に成人調査では 73.8%であった。（表 24） 

 

【図 33】横浜市のアレルギー対策に期待すること 
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【表 21】年齢別・アレルギー罹患状況別 横浜市のアレルギー対策に期待すること 

 

 

【表 22】いずれかのアレルギー罹患状況別 横浜市のアレルギー対策に期待すること 

 
 

【表 23】食物アレルギー罹患状況別 横浜市のアレルギー対策に期待すること
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【表 24】アレルギー疾患に関して知っていること別 横浜市のアレルギー対策に期待すること 
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【横浜市のアレルギー対策に期待すること その他の回答内容】 

意見 
件数 

小児調査 成人調査 全体 

医療費・治療費負担軽減策 8 9 17 

市民向けアレルギー啓発・情報プラットフォーム整備 11 4 15 

保育・教育施設、学校におけるアレルギー対応の強化 9 0 9 

夜間休日を含む医療アクセス体制整備 7 0 7 

医療・福祉・飲食従事者向け専門研修・知識標準化 5 2 7 

花粉・受動喫煙など環境リスク低減対策 3 3 6 

予防重視・根本治療アプローチ促進 3 3 6 

外食産業のアレルゲン管理・表示徹底 2 1 3 

子どものアレルギー検査普及・無償化施策 3 0 3 

食品添加物・化学物質リスク表示規制強化 2 0 2 

その他 2 0 2 

特になし 7 3 10 

（回答数） 57 26 86 

※自由回答を分類するため、カテゴリー分けを実施。 
※１つの意見が複数のカテゴリーに該当することがあり、各カテゴリーの意見の合計と自由意見の
件数が一致しない場合がある。 
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【代表的な意見の紹介（上位３項目等）】 

①医療費・治療費負担軽減策 

小児調査  アレルギー治療薬について現在は無償化だが、高校生以降は自己負担がかかる
ので金銭的に続けていけるか不安 

 アレルギーミルクの助成金を出してほしい（毎月５万円が２歳まで続く） 
 費用の軽減、医療費補助 

成人調査  アレルギー検査の受診に向けてのハードルの高さを低くしてくれる取組 
 花粉症の薬や注射などもっと安く提供してほしい 
 治療費の補助 

②市民向けアレルギー啓発・情報プラットフォーム整備 

小児調査  正しい情報を素早く得られる、わかりやすいサイト 
 関係者以外にもアレルギーの存在を知らせる、市民への啓発をしてほしい 
 赤ちゃんのアレルギー予防策を両親・祖父母に周知する取組 
 乳児健診等での情報発信 

成人調査  市販薬の正しい服用方法や副作用に関する情報の発信 
 市民の疾患理解の推進 
 併発に関する情報 

③保育・教育施設、学校におけるアレルギー対応の強化 

小児調査  中学校給食のアレルギー対応 
 保育園での手洗い後のスキンケア対応 
 小学校のアレルギーの場合、家で作って持っていく作業をなくしてほしい 
 食物についての保育園への適切な指導と随時監査 

上位３項目以外の意見 

小児調査  通院負担軽減のため、アレルギー症状でオンライン診療を受けやすくする制度 
 休日や夜間に受診可能な医療機関 
 飲食店従事者に対するアレルギー知識の向上 
 アレルギーが発症する雑草の駆除 
 アレルギー体質にならないための身体づくり 

成人調査  仕事との両立支援 
 花粉をつけない木の開発 

 
  



 

50 

① こどもがアレルギーについて困っていることや感じていること 
【問２で「小学校１年生」「中学校１年生」の場合、回答】・【問３で一つでも「診断されたことが
ある」または「診断されていないが症状があると思う」と回答した場合、回答】 
問 26-１．＜小学校１年生の場合＞ 

最後に、お子さまからの意見を伺う設問が１問あります。保護者の方が、設問文を読み上
げ、代理で回答を入力いただくことに同意いただけますか。同意いただけない場合、アン
ケート回答は終了となります。ご協力ありがとうございました。 

＜中学校１年生の場合＞ 
最後に、お子さまからの意見を伺う設問が１問あります。対象のお子さまが設問に回答いた
だくことに同意いただけますか。同意いただけない場合、アンケート回答は終了となりま
す。ご協力ありがとうございました。 

 

小学校１年生で回答に同意した割合は 79.3％、中学校１年生で回答に同意した割合は 73.0％で
あった。 

 

【図 34】回答の同意状況 
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【問 26-１で「同意する」と回答した場合、回答】 
問 26-２．＜小学校１年生の場合＞ 
アレルギーについて、こまっていることはありますか。（最大 200 文字程度） 
＜中学校１年生の場合＞ 
アレルギーについて、困っていることや感じていること、考えていることはありますか。（最大

200 文字程度） 

 

＜小学校１年生の意見＞ 
アレルギーについて困っていることは、「鼻の症状で困っている」が 65 件で最も多く、次いで

「目の症状で困っている」が 36 件であった。 
＜中学校１年生の意見＞ 
アレルギーについて困っていることや感じていること、考えていることは、「花粉やハウスダスト

等で鼻・目・喉の症状が強く、学業や睡眠・日常に支障が出ている」が 132 件で最も多く、次いで
「将来への希望・要望（治る方法・予防・政策／社会的支援）を求めている」が 36 件であった。 

 

【小学校１年生の意見】 

意見 件数 

鼻の症状で困っている 65 

目の症状で困っている 36 

花粉症がつらい 35 

皮膚症状やかゆみ・蕁麻疹に悩んでいる 33 

食べたいものが食べられない/食物アレルギー管理に不安がある 29 

服薬・検査・通院など治療が負担になっている 22 

咳・呼吸や喘息症状がつらい 21 

学校・園の運用や理解に課題がある 10 

勉強や運動、集中に影響が出ている 9 

動物に触れることができない 7 

アレルギー症状で睡眠不足になる 6 

心理的な不安や負担、配慮不足を感じている 5 

医療アクセスや専門治療に制約がある 4 

その他 10 

症状が安定しており特段の困りごとはない/特になし 128 

（回答数） 353 
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【小学校 1 年生の代表的な意見（上位５項目等）】 

①鼻の症状で困っている 
 授業中にくしゃみや鼻水がでてつらい 
 鼻水が出るから鼻をかむと鼻血が出ちゃうことがある 
 鼻水が止まらなかったり、詰まってると、苦しくて寝にくい。 学校でたくさん鼻をか

むのが大変。 
 鼻水がでるので、学校でもティッシュをよく使う。 
 鼻水がつらかった お薬ですぐ止まってよかった 

②目の症状で困っている 
 目が痒いことがあるけど目薬すればおさまるから大丈夫です。 
 目がかゆくて痛い時がある 
 目がかゆくなってかいてしまうと、さらにかゆくなってしまうことです。お医者さん

からもらった薬で、少しずつ良くなっています。 
 目が痒くなるときがあること 

③花粉症がつらい 
 花粉症のため、教室に空気清浄機を設置してほしい。 
 花粉アレルギーなので、なにもアレルギーがない子になりたいです。 
 障害があって本人は話せませんが、杉花粉の時期に鼻水が出るようです。 

④皮膚症状やかゆみ・蕁麻疹に悩んでいる 
 たまに出る蕁麻疹でかゆくなってしまうこと。 
 外で遊ぶと顔がかゆい 

⑤食べたいものが食べられない/食物アレルギー管理に不安がある 
 どんなアレルギーがあるか分からないから、食べて、なったら怖い 
 食べたいなと思っても食べられない時 

上位５項目以外の意見 
 薬ばかりでいやだ。 
 咳がくるしい。吐きそうになることがある。 
 小学校放課後のキッズの時に、過度に部屋をわけられてしまう。 
 学校でかゆくなったりした時にどうすればいいか分からない。 
 犬がいるお家に遊びにいけない。 目がかゆくなるのが嫌。 
 鼻水や鼻詰まりで夜寝られないことがある。 
 食べ物のアレルギーのあるお友達がいるのに、それを理解していないでふざける子が

いる。 
 花粉症のため、教室に空気清浄機を設置して欲しい。減感作療法をやりたいが在庫が

ないとのことで、在庫状況の確認や開始時期など問い合わせをしなければならない。 
 紫外線アレルギーのため、夏場にラッシュガード着用するのが暑い。 
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【中学校１年生の意見】 

意見 件数 

花粉やハウスダスト等で鼻・目・喉の症状が強く、学業や睡眠・日常に支障が出ている 132 

将来への希望・要望（治る方法・予防・政策／社会的支援）を求めている 36 

今は困りごとが少ない・軽症・寛解しており、特段の問題は感じていない 34 

通院・薬・検査・費用など治療や制度面の負担や不満が大きい 33 

皮膚のかゆみや見た目の悩みがあり、生活や学業に影響している 27 

心理的負担（恥ずかしさ・不安・からかい・トラウマ）が生活の質を下げている 26 

食物アレルギーや食品表示・給食対応に不安があり、誤食や孤立への心配がある 23 

投薬の継続が面倒であること 21 

ペットやほこり・気圧・気温など環境要因で症状が悪化し、活動に制限が出ている 19 

学校生活・行事・部活での配慮不足やルールがストレスになっている 15 

食物アレルギーにより、食事の制限があること 9 

ぜん息や呼吸苦・発作があり、運動や授業への参加に支障が出ている 8 

その他 19 

特になし 86 

（回答数） 377 
 

  



 

54 

【中学校 1 年生の代表的な意見（上位５項目等）】 

①花粉やハウスダスト等で鼻・目・喉の症状が強く、学業や睡眠・日常に支障が出ている 
 花粉の時期に目が痒い、むずむずする。集中できない。 
 花粉やハウスダストで鼻水が止まらなかったり、 喉がイガイガして眠れないことが

あってしんどいときがあります。 
 校内のハウスダストがひどい時があり鼻炎がひどくなることがあります。 
 毎年花粉の時期になると目がすごくかゆく赤くなってしまい、目薬をしてもかゆみが

なかなか治らないので、すごくよく効く目薬が早く開発されないかと思っています。 
 ハウスダストが気になる。 

②将来への希望・要望（治る方法・予防・政策／社会的支援）を求めている 
 アレルギーが発症しないような予防医学が進み、皆がその情報を把握できている社会

になったら、よいと考えています。 
 医療が発達して花粉症などのアレルギーがなくなってほしい。 
 一度飲めば完治する薬があったらいいと思う。 
 花粉症の症状がひどいので早く花粉のでない杉を全国に広めて欲しい。 

③今は困りごとが少ない・軽症・寛解しており、特段の問題は感じていない 
 毎日薬を飲む治療をしているので、今はない。 鼻水がつらかった。 
 薬で治る程度なので、特に困っていない。 
 舌下免疫療法で花粉症の症状が無くなったので治療をしてよかった。 

④通院・薬・検査・費用など治療や制度面の負担や不満が大きい 
 アレルギーが出ると、病院行くから 自分の予定をキャンセルされる事が困る。 
 学校や塾で、診療時間内になかなか病院に行けない。 

⑤皮膚のかゆみや見た目の悩みがあり、生活や学業に影響している 
 皮膚にかゆみがあると、授業に集中できなくて困ります。 
 かゆくなったときに眠れないのがつらい。 

上位５項目以外の意見 
 友人にからかわれて嫌だった。 
 毎回確認しているけれど確認することが大変です。 アレルギー該当食材がないのに、

アレルギー除去食を提供されることはつらかったです。 
 薬を飲まなきゃいけないのが大変。言われないと飲み忘れてしまうことがある。 
 猫が好きなのに触れられない。 
 宿泊の時などたくさん配慮しなければいけないことが多いから嫌だ。 
 好きなものが食べられないこと。 
 喘息で体育の授業を休まないといけない時に先生に言わないといけないのがつらい。 
 朝起きると鼻血がよく出ています。 
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Ⅲ 参考資料
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III. 参考資料 
1. 市民意識調査（小児）調査票 
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59 



 

60 



 

61 



 

62 



 

63 



 

64 



 

65 



 

66 
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2. 市民意識調査（成人）調査票 



 

68 



 

69 



 

70 



 

71 



 

72 



 

73 



 

74 
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3. 市民意識調査（小児調査）単純集計 

 
（徐不）…「不明」を除く 
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（徐不）…「不明」を除く 
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  （徐不）…「不明」を除く 
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  （徐不）…「不明」を除く 
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  （徐不）…「不明」を除く 
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  （徐不）…「不明」を除く 
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  （徐不）…「不明」を除く 
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  （徐不）…「不明」を除く 
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  （徐不）…「不明」を除く 
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  （徐不）…「不明」を除く 



 

85 

 
  （徐不）…「不明」を除く 
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（徐不）…「不明」を除く 
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4. 市民意識調査（成人調査）単純集計 

 



 

88 

 



 

89 
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93 

 



 

94 

 



 

95 

 


	空白ページ
	空白ページ

